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◆ 本連携の社会的意義

2026年1月29日報道関係者 各位

取材のお願い

　松山東雲短期大学は、愛媛FCが主催する託児サービス「たま媛ちゃんルーム」と連携し、保育科学生がボ

ランティアスタッフとして参画しています。

　2024シーズンから続くこの連携を、2026年2月開幕のシーズンでも継続いたします。 本取り組みは、愛媛

FCが用意する託児の場を学生の手で「子育てレスパイト（親の休息）」の場へと充実させ、保護者の皆様へよ

り安心な観戦環境を提供することを目指します。同時に、学生にとっては学外での貴重な実践の機会となって

います。 ぜひ、地域の子育てを支える学生たちの挑戦をご取材ください。

スタジアム観戦を、パパ・ママの「子育てレスパイト（休息）」へ

　小さなお子様がいることでスタジアム観戦を諦めていた保護

者に対し、有資格者の教員と学生が連携して安全な託児環境を

提供。「たま媛ちゃんルーム」での一時預かりを通じ、子育て世

代への余暇支援（レスパイトケア）として、保護者のリフレッ

シュと社会参加（スポーツ観戦）を支援します。

名　　称： 「たま媛ちゃんルーム」

日　　程： 2026年2月8日（開幕戦）以降、ホームゲーム開催日に実施　

場　　所： ニンジニアスタジアム　メインスタンド2階

対　　象： 1歳〜未就学児

運営協力： 松山東雲短期大学 保育科　（教員1名・学生2名体制）

◆ 実施概要

【用　語】「子育てレスパイト」について

「レスパイト」は本来、医療的ケアや介護を要する家族への休息支援

を指す福祉用語です。 しかし近年、核家族化や「孤育て」を背景に、

一般的な子育て世帯にも親の一時的な休息が必要であるという認識が

広まっています。 実際に、こども家庭庁も一時預かりの利用理由とし

て「リフレッシュ」を明記しています。 本企画は、スポーツ観戦を

「親が罪悪感なく休息できる場」として提供するものです。

愛媛FCの託児室「たま媛ちゃんルーム」にて保育科学生による運営ボランティアを実施

【 2/8 】 2026 明治安田J2・J3百年構想リーグ開幕

託児料金や利用方法は
公式サイトをご覧くだ
さい。
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開幕戦（2月8日）での取材を歓迎いたします。当日は担当教員および学生への取材も可能です。開幕戦以降

のホームゲームでの取材も対応いたしますので、お気軽にご相談ください。

◆ 取材について

※  取材をご希望の場合は、入場にあたり事前手続きが必要となりますので、必ず前日の午前中までに、本学

広報担当者までご連絡ください。


